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概 要 Abstract

成 果 Results

⾃然環境に配慮された「クリーン農業技術」によって⽣産された
農産物であることをマークによって伝えるYES!clean表⽰制度︕

制度の魅⼒が消費者に伝わる説明⽂に必要な条件を明らかに。

課題を⾒つける

アンケート調査

伝えるべき
情報の候補を作る

グループインタビュー

消費者の反応を
検証する

ベストワーストスケーリング

注）BWスコアはベストに選ばれた回数からワーストに選ばれた回数を引いた値

項⽬

⽂章に採⽤した
伝えるべき情報の候補 BW

スコア 順位
①

短い⽂章
②

厳しい基準
③

基準の機関
④

メリット

⽂案Ａ △
82字 ○ ○ ○ 21 ４位

⽂案Ｂ ○
50字 ○ ○ × 162 １位

⽂案Ｃ ○
41字 ○ × × 54 ３位

⽂案Ｄ ○
35字

△
抽象的に記載 × × -121 ８位

現⾏⽂案Ｆ ×
114字 ○ ○ × 84 ２位

①50⽂字以内の短い⽂章である

②（化学肥料や農薬の）
厳しい基準を満たした農産物の証

③基準を定めた機関

④消費者にとってのメリット

グループインタビューから
伝えるべき情報の候補を整理

マークのみでは
制度内容が伝わりづらい

YES!clean表⽰制度の魅⼒を伝える４箇条

その１ 50⽂字以内の短い⽂章である
その２ 厳しい基準を満たした農産物の証であることを記す
その３ 化学肥料や農薬に関する基準であることを記す
その４ 基準を定めた機関を記す

効果を
検証

北海道クリーン農業推進協議会などで、
YES!clean表⽰制度の説明⽂を作成する際に活⽤

9つの⽂案をベストワーストスケーリングにより評価（抜粋）


